
1 自己評価及び外部評価結果
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

　令和　４年　　８月　　　２０日

※事業所の基本情報は、公表センターページで検索し、閲覧してください。（↓このURLをクリック） 【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

【評価機関概要（評価機関記入）】

　　令和　４年　９月　１６日 　令和　４年　１０月　４日
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（ユニット名　　　　　　----　　　）
事業所番号 　　０６７２７００３０９

法人名 社会福祉法人いいで福祉会 私たちは、ご利用者の方々が安らぎと居心地の良さを感じて頂き、くつろいで過ごせる生活の場を提供できる
ように努めています。介護理念の実践に向け月間目標を掲げて取り組むと共に、職員は年間の個人目標を
設定して自己評価は毎月実施し、振り返りを行いながら次へのステップアップと質の高いケアの向上が図れ
るように取り組んでいます。ご利用者やご家族の思いや願いに寄り添い、お互いが安心して今の暮らしを続け
ていけるように支援させて頂いています。日々の生活では、ご利用者一人ひとりに合わせた過ごし方や余暇
の楽しみ方を見つけ、やりがいと充実感を持って気分良く過ごして頂く為の支援にも力を入れています。ま
た、ご本人やご家族の方々との普段からの関わりを大切にして、良好な信頼関係の構築に努めています。

事業所名 グループホームひめさゆり荘

所在地 山形県西置賜郡飯豊町大字添川３５１４番地８２

自己評価作成日 開設年月日 　平成　１７年　　４月　　１日

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/ 職員それぞれが自己目標を作り、毎月振り返りを行い、評価・指導することで理念の共有と実践や働きながら
学ぶ機会となっている。職員間で話合い「自己評価及び外部評価」の項目に沿った「ケアの方針と目標」を作
り、実践することで地域密着型サービスの意義が正しく理解されサービスに活かされている。また、運営推進
会議でその項目に対する取組が報告され、事業所に対する理解を深め質の高い会議になっている。介護計
画の見直しの際、家族あて前回ケアプランの評価と考察を詳細に提示し意見を伺い、現状に応じた介護計画
の見直しに繋げている。原則通院支援は家族にお願いしているが、定期受診は利用者と家族との絆をつなぎ
家族と共に利用者を支える機会となり、家族への情報提供や家族との外出の良い機会となっている。

評価機関名 協同組合オール・イン・ワン

所在地 山形市桧町四丁目3番10号

訪問調査日 評価結果決定日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目No.1～54で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項目
　　　　　　　　　　　取り組みの成果
↓該当するものに○印

項目
　　　　　　　　　　　取り組みの成果
↓該当するものに○印

55
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

１．ほぼ全ての利用者の

62

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：9,10,19)

１．ほぼ全ての家族と
２．利用者の２/３くらいの ２．家族の２/３くらいと
３．利用者の１/３くらいの ３．家族の１/３くらいと　
４．ほとんど掴んでいない ４．ほとんどできていない

56
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
(参考項目：18,37)

１．毎日ある

63
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2,20)

１．ほぼ毎日のように
２．数日に１回程度ある ２．数日に1回程度
３．たまにある　 ３．たまに
４．ほとんどない ４．ほとんどない

57
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る                                                   (参考
項目：37)

１．ほぼ全ての利用者が　

64

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：4)

１．大いに増えている
２．利用者の２/３くらいが　 ２．少しずつ増えている
３．利用者の１/３くらいが ３．あまり増えていない
４．ほとんどいない ４．全くいない

58
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
(参考項目：35,36)

１．ほぼ全ての利用者が　

65
職員は、活き活きと働けている
(参考項目：11,12)

１．ほぼ全ての職員が　
２．利用者の２/３くらいが　 ２．職員の２/３くらいが　
３．利用者の１/３くらいが ３．職員の１/３くらいが
４．ほとんどいない ４．ほとんどいない

59
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
(参考項目：48)

１．ほぼ全ての利用者が　

66
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

１．ほぼ全ての利用者が　
２．利用者の２/３くらいが　 ２．利用者の２/３くらいが
３．利用者の１/３くらいが ３．利用者の１/３くらいが
４．ほとんどいない ４．ほとんどいない

60
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
(参考項目：29,30)

１．ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

１．ほぼ全ての家族等が　
２．利用者の２/３くらいが ２．家族等の２/３くらいが　
３．利用者の１/３くらいが ３．家族等の１/３くらいが　
４．ほとんどいない ４．ほとんどできていない

61
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

１．ほぼ全ての利用者が　
２．利用者の２/３くらいが
３．利用者の１/３くらいが
４．ほとんどいない
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

山形県地域密着型サービス　「１　自己評価及び外部評価（結果）」　 ※複数ユニットがある場合、外部評価結果は１ユニット目の評価結果票にのみ記載します。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

1 （1）

介護理念「くつろげる生活の場」の提供を掲げ、介
護目標「笑顔で過ごせる家庭的な雰囲気作り」、実
践目標「誰とでも笑顔で挨拶を交わす」「話をする
時はしっかり向き合って本人の思いをお聞きする」
などを掲げると共に、月間目標を立てて理念の実
現に向けて取り組んでいます。職員一人ひとりが年
間の個人目標を設定し、毎月自己評価を実施して
振り返りを行い、次月へのステップアップが図れる
ようにしています。

理念の共有と実践に向けて、昨年の目
標達成計画に従い「月別目標」を作り、
職員全員で目標に向け取り組むととも
に、職員それぞれが自己目標を作り、
毎月ケアの振り返りを行い、評価するこ
とで「くつろげる生活の場所」の実現に
繋げている。職員全員で話合い「自己
評価及び外部評価」の項目に沿った
「ケアの方針と目標」を作り、実践するこ
とで地域密着型サービスの意義が正し
く理解されサービスに活かされている。

2 （2）

事業所の立地的な所もありますが、新型コロナウイ
ルスの影響が関係し、日常的に地域との交流を図
る事は難しい状況が続いています。法人全体として
は地域の皆さまとのつながりを持てるように努めて
おり、草刈りや花植えなど、外回りの環境整備のボ
ランティア活動は受け入れしています。

感染症対策もあり従前のような交流は少
なくなっている。草刈りなど従来からの
ボランティアとの関りは変わらず続けら
れている。

3
地域の方から問い合わせがあった場合は、その都
度情報提供をさせて頂いたり、症状に応じた支援
の方法等をお話しさせて頂いています。

4 （3）

運営推進会議では、一定期間毎の活動内容や事
故報告状況、入退所などの経過報告を行うと共
に、外部評価項目に沿った現状について報告を行
い、委員の方々からは忌憚のない意見やアドバイ
スを頂いています。会議で出された意見や要望、
改善点等は早急に検討して介護現場に取り入れ、
サービスの質の向上に活かすよう努めています。

地区代表、民生委員、町職員、家族代
表を交えて、年4回開催されている。感
染症流行時は書面による開催もあるが
原則対面で開催されている。会議で
は、事業所からヒヤリハット事例や行事、
研修の成果等が報告されている。事業
所では「自己評価及び外部評価」の項
目から2つほど、その項目に対する取組
が報告され、事業所への理解を深める
とともに意見等を頂いている。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組
みを積極的に伝えながら、協力関係を築
くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、環境や利用者の状態を考慮
しながら、玄関に鍵をかけない工夫や、
身体拘束をしないで過ごせるような工夫
に取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

5 （4）

飯豊町地域包括センター様には運営推進会議の
委員として参加して頂き、実情や取り組み状況につ
いて忌憚のないご意見やアドバイス、様々な情報
提供をして頂き、緊密な協力関係を築けるように取
り組んでいます。

運営推進会議での報告や意見等を頂
いている。制度上の問題や、利用者に
関わる問題は、その都度担当窓口と連
絡し協力しながら解決に向け取り組ん
でいる。

6 （5）

法人として「身体拘束廃止に関する指針」を全職員
に提示し、身体拘束の具体的行為や弊害につい
て周知徹底を図っています。また、2ヵ月に1回、身
体拘束適正化委員会を定期に開催しています。
ホームの介護実践計画には「身体拘束はしませ
ん」を掲げ、身体拘束をしないで過ごせるように工
夫しながら取り組んでいます。また、行動障害を引
き起こす利用者についてはミーティング時やスタッ
フ会議の時に事例を検討し、原因分析を行うと共
に対応の仕方を話し合い、実践しながら最善策が
図れるように努めています。

身体拘束廃止に関する指針や事業所
の介護実践計画により全職員に周知し
ているとともに、法人の身体拘束適正化
委員会により情報等の共有が図られて
いる。防犯上の理由から鍵はかけてい
るが、危険につながる行為については、
その兆候や原因を会議や申し送り等で
共有し、見守ることで不適切な対応の無
いよう努力している。また、推進会議で
「身体拘束をしないケアの実践」をテー
マにして取組が紹介され、委員から意
見等を頂いている。

7

スタッフ会議等で虐待の防止について学ぶ機会を
持ち、具体例（身体的なものだけでなく、心理的言
葉によるもの等）を挙げて虐待の理解を深めて貰
い、虐待が見過ごされないように注意を払いなが
ら、防止に努めています。

8

現時点で成年後見制度等を利用している方がいな
い為、制度についての理解はあまり出きていない
が、必要性が生じた場合に支援出きるようにしてい
きたい。

9

契約時には十分な説明を行い、利用者や家族等
の理解や納得が得られるように努めています。ま
た、契約解除の際には、その後の生活についても
相談できるようにしています。

3



山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させ
ている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働
時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくり
や勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取組みを
している

10 （6）

ご利用者やご家族と今まで築き上げてきた信頼関
係を保ち、新規のご利用者やご家族とも信頼関係
を築き上げるよう努めています。日々の生活の中で
ご利用者本人からの訴えや要望をお聞きすると共
に、ご家族が面会や通院支援の為に来所した際に
意見や要望などを伺っています。事業所として出き
る範囲の事はその都度対応し、運営に反映できる
ようにしています。

利用者の担当者からのお便りや、計画
の見直しの際のケアプランの評価と考
察、通院の際の受診票など、利用者の
生活状況が報告され、家族の安心に繋
がっている。家族とのかかわりを多くしコ
ミュニケーションを大切にすることで意
見等表しやすい関係を作っている。

11

ミーティングの時や毎月のスタッフ会議時に、職員
の意見や要望、提案等を聞く機会を多く設けてい
ます。また、日々の中での小さな気づきや意見、要
望等はいつでも聞くようにしており、出きる事は速
やかに反映させている。

12
代表者は日常的に対話する機会を設けており、職
員個々が働きやすい環境づくりに配慮しています。

13 （7）

法人内で開催される研修に参加し、自己研鑽に努
めながらケアの質の向上に役立てています。また、
職員は自己評価表により毎月振り返りを行い、スキ
ルアップ向上に活かしています。

代表者による面談や毎月の職員の自己
評価に対して管理者等が評価指導する
ことで、力量の把握や働きながら学ぶ環
境が出来ている。法人が主催する研修
や外部研修、資料配布による自己学習
など学ぶ機会を大切にしている。

14 (8)

新型コロナウイルスの影響もあり、他事業所の職員
と交流する機会は確保できていません。当法人内
の事業所間では常に情報交換を行いながらサービ
スの質の向上に努めています。

感染症対策もあり今年度はあまり交流
が出来ていない。法人内の関連事業所
との連携や情報の共有などを通して
サービスの向上に繋げている。

4



山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、関係づくりに努め
ている

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係
を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いて
いる
○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

利用開始前にご本人と直接面談を行い、現在困っ
ている事や心配事、意向や要望、身体状況等をお
聞きし、事前にスタッフへ周知しておく事で利用開
始時から安心して生活できる環境となるように努め
ています。また、環境での生活に早く馴染めるよう
に、ご本人と接する機会を多く持つように心がけ、
信頼関係づくりに努めています。

16

利用開始前にご家族の方と面談や電話での会談
を行い、現在困っている事や不安な事、要望等を
お聞きするようにしています。利用開始後もこまめ
に連絡を取り合い、ご本人の生活の様子をお知ら
せしたり、ご家族からの心配事や要望をお聞きする
ように努めています。

17

ご本人やご家族との事前面接を通して状況や意向
を把握し、必要としている支援を導きだ出すように
努めています。また、関係機関と連携しながらの対
応にも努めています。

18

声掛けや会話する機会を多く持つように心掛け、一
緒に余暇活動や家事作業等を行うなど、コミュニ
ケーションを図りながらご本人と触れ合う時間を大
切にしています。また、共に暮らす生活の場とし
て、ご利用者の方にも出きる事は何でもして頂いて
います。

19

面会時や電話があった際は、ご本人の現在の様子
や健康状態等をお伝えしながら情報を共有し、ご
家族と職員が気軽に話し合える関係を築きながら
共に支えていけるように努めています。

20

新型コロナの影響により、外出や外泊は控えさせて
頂いており、馴染みの人に会ったり、住み慣れた場
所や地域で過ごして頂く事は殆どできませんでし
た。ただ、定期受診でかかりつけ医に行く際はご家
族の協力を得て外出していますので、その時は馴
染みの場所や風景を車窓から見て頂いたり、外気
浴も含めて気分転換を図って頂いています。

5



山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要
に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、
本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

21

皆の中で一人ぽつんとならないでご利用者同士が
関わり合えるように、活動内容や作業内容に応じて
座席を考慮したり、共通の話題や役割を見つけな
がら、お互いが関われる良好な関係づくりに努めて
います。

22
他の事業所や病院等へ移られ、サービス利用が終
了しても必要な情報を提供し、ご家族から相談等
があれば随時対応するようにしています。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9）

ケアプランの見直しの際にはアセスメントをしっかり
行い、暮らし方の希望や意向の確認を行っていま
す。日々の生活の中でも、会話の中からご本人の
思いや希望、要望をくみ取り把握するように努めて
います。入浴時は一対一でゆっくり対話できる時間
があるので、会話の中から思いをくみ取るようにして
います。自分の思いを上手く表せない方について
は、表情や仕草、発する言葉一つひとつから思い
を探り出し、把握するように努めています。ご利用
者同士の会話に耳を傾けて聞いていると、本当の
気持ちが見え隠れし、ご本人の思いが伝わってき
ます。

アセスメントを繰り返し、利用者をよく理
解し、利用者の思いを大切にしている。
毎月の自己評価表には、利用者の「話
はしっかり向き合って聞く」ことや「声掛
けし話をする時間を作」ることを掲げ、職
員は利用者と関わる時間を大切にして
いる。会話や仕草を把握し、気づきを基
に会議等で他職員と話し合い、本人本
位の意向の把握に繋げている。

24

ご本人やご家族との事前面接の際、一日の生活の
おおまかな流れや習慣的な事、生活の環境等につ
いてお話をお聞きしたり、実際にご自宅やご利用
中の施設の生活スペースを見せて貰っています。
利用開始後もご本人の意向を聞きながら、今まで
の暮らしの細かい部分を把握していくようにして、
ホームでも今までの生活と近い状況で生活できる
環境づくりに努めています。サービス利用状況や
経過については、ご本人の担当ケアマネからの情
報提供を受けています。

25

一人ひとりの一日の生活リズムやパターンを把握す
る事や、ご本人が出きる事、出きない事、好きな事
やしたくない事等も把握する事で一方的な支援に
ならず、「この方にとっての良い一日の過ごし方」が
出きるように努めています。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、それぞれの意見やア
イディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し、本人が心身の力を発揮しな
がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが
できるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、かかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように
支援している

26 （10）

毎月モニタリングを行い評価している。ご本人の状
況に大きな変化がなければ概ね６ヵ月毎にケアプ
ランの見直しを行っています（新規利用の場合は
概ね１ヵ月以内で見直し）。見直しを行う際は、ご本
人の意向や希望をお聞きし、ご家族の意見や要望
もお聞きした上で、モニタリング結果やアセスメント
を基にスタッフ会議で意見やアイディアを出し合
い、現状に即したケアプランを作成しています。

毎月モニタリングを行い、介護計画の実
施状況、目標の達成状況、評価を繰り
返し、6か月ごと再アセスメントを行い計
画の見直しが行われている。その際、家
族あて、前回ケアプランの評価と考察を
詳細に提示し、意見を伺い、会議等で
職員の意見を加え見直しされている。利
用者の出来ることや役割、楽しみごと身
体機能維持のための運動などが記載さ
れた「くつろげる生活」を支援する、個別
の計画が作成されている。

27

一日の様子や特記事項はケース記録に載せ、生
活日誌として残しています。情報の共有が必要な
内容は申し送り簿にも記載し、ケアの統一が図れる
ようにしています。業務中は口頭での申し送りにな
りますが、メモとして内容を記載し残しておく事で、
申し送り忘れがないようにしています。職員間でも
常にコミュニケーションを図り、気付きや様々な情
報を共有しケアの実践や介護計画の見直しに活か
しています。

28

事業所の立地上、近隣の地区からは離れており、
地域資源との共同は今も大きな課題となっていま
す。コロナ禍ではありますが、草刈りや花植え等の
外作業のボランティアの受け入れは行っています。
様々な災害による非常時には、同法人の特養の
他、警察や消防、地域の方々の協力も得られる体
制になっています。

29 （11）

かかりつけ医の受診の付き添いはご家族の方に対
応して頂いている為、受診時に健康状態や心身の
状況等を家族が伝えやすいよう、ご本人の日常生
活の様子や健康状態、現在困っている事等を記載
した受診表とケース記録等をお渡ししています。受
診時に必要な情報をかかりつけ医に伝えて頂く事
により、適切な医療やアドバイスを受けられるように
支援しています。受診結果欄に医師からのコメント
を書いて頂いたりたり、場合によっては直接電話を
頂き、受診結果などを詳しく説明して頂ける事もあ
ります。現在の所、往診対応の方はいらっしゃいま
せん。

原則家族による通院支援である。受診
の際は事業所内での利用者の心身の
状況が記された受診票やバイタルを家
族に渡し、医療機関に情報提供するとと
もに、受診結果を記載することで、家
族、医療機関、事業所間の情報が共有
されている。定期受診は、利用者と家族
との絆をつなぎ家族と共に利用者を支
える機会となり、家族との外出の良い機
会となっている。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○看護職員との協働

 介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

○入退院時の医療機関との協働

 利用者が入院した際、安心して治療でき
るように、また、できるだけ早期に退院
できるように、病院関係者との情報交換
や相談に努めている。又は、入院治療が
必要な可能性が生じた場合は、協力医療
機関を含めた病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

 重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合
いを行い、事業所でできることを十分に
説明しながら方針を共有し、医療関係者
等と共にチームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

30

当事業所には看護師が居ない為、併設の特養の
看護師と連携してご利用者の健康管理に努めてい
ます（月2回看護師によるバイタルチェックなど）。ご
利用者の体調が優れない時や判断に困った時に
はいつでも相談できたり、状態を診て貰う事が可能
な体制になっており、些細な事でも早期に適切な
対応が取れるように努めています。

31

ご利用者が入院した際は、ご本人の状態を確認す
るようにしており、手術を行った場合は術後の様子
などを伺っています。病院の医療連携室・退院支
援担当者や病棟看護師、ご家族から治療経過や
現況についてお聞きしながら、情報交換や相談に
努めています。また、退院に向けてのカンファレン
スにも参加させて頂き、情報交換を行いながら早期
退院に向けての支援に努めています。

32 （12）

当事業所では看取り介護は行っていません。重度
化した場合や終末期の在り方については、ご利用
開始時に十分な説明を行うようにしています。重度
化した場合は早めにご家族と相談させて頂き、病
院への入院や他事業所のサービス利用を含めて
の情報提供や手続きのお手伝いをさせて貰ってい
ます。グループホームで職員が出きる事、出きない
事について、ご利用開始時にご本人やご家族に十
分に説明し、理解して頂けるようにしています。

看取りは行っていないが、併設する施
設との連携があり重度化した場合の対
応に関して経験のある職員も多い。早
い段階から事業所の出来ることや出来
ないことが説明され、状況の変化に応じ
て医療機関を交え、方針の共有の為の
話し合いがなされている。

33

緊急時の対応については、併設の特養看護師より
指導やアドバイスを受けながら対応しています。法
人全体で感染症対策での講習も定期的に受けて
います。併設の特養にはAEDが設置されており、
万が一の時に使えるようになっています。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応をし
ている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけて
いる

34 （13）

新型コロナまん延の影響により、火災発生想定で
の避難訓練が実施できない為、グループホーム独
自に机上での訓練を行い、利用者が安全に避難
できる方法を身につけられるようにしています。ま
た、今年は地震や停電、水害による断水等があり、
その中で経験した事、対応した事を全職員が共有
し、今後の災害発生時に対応できるようにしていき
たいです。火災や地震、停電時の対応マニュアル
の周知を図ると共に、水害や土砂災害時の対応に
ついても、当法人作成の土砂災害マニュアルに
沿った対応をするようにしています。その他、災害
が発生した時には地域からの協力を得られる体制
が築かれています。

感染症対策もあり、併設施設との合同
の訓練が中止され、訓練が行われな
かった。机上での訓練が行われ、対策
されている。令和4年8月の豪雨の際は
被害が少なかったが、通信障害や断水
対策など、ここで経験したことを検証し
マニュアルの不足した部分に活かして
いく予定である。避難訓練には地域住
民の協力体制も作られている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

35 （14）

人生の先輩としてご利用者一人ひとりの人格を尊
重し、お名前は「さん」付けでお呼びする事を心が
けています。また、ご本人が言われて嫌な気持ちに
なるような言葉や傷ついてしまうような言葉使いはし
ないようにすると共に、自尊心や羞恥心を傷つけた
りしないような声掛けや言葉使い、やさしい対応が
できるように心掛けて対応しています。

9月・10月の月別目標は「プライバシー
を損ねない言葉かけや対応」であり、折
に触れて職員の意識付けを行ってい
る。職員の自己評価が毎月行われ、職
員間で話合い注意することで普段から
不適切な対応の無いよう取り組んでい
る。

36

ご利用者と話しする時は仕事の手を休めて対応す
るようにし、しっかり向き合って話しを聞くように心掛
けると共に、ご利用者本人が気兼ねなく遠慮しない
で思いを伝えられるような雰囲気作りに努めていま
す。また、様々な物事や場面で選択を要するような
時は勝手に決めつけないようにし、ご本人が自己
決定するまで待つようにしています。どうしても決め
られない時は二択にしてみるなど、ご本人が選び
やすいように工夫しながら行っています。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、
その日をどのように過ごしたいか、希望
にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

37

食事やお茶の時間、リハビリ体操など、大まかな日
課の流れはありますが、一人ひとりの生活のペース
を大切にしています。余暇活動や家事作業等はご
本人の意思決定にお任せし、気分が乗らず何もし
たくない時は自由に好きな所でのんびり過ごして貰
い、無理強いのないようにしています。自然と余暇
活動や家事作業に参加してみようと思えるような場
の雰囲気作りを行ったり、ご本人に声掛けした後に
活動の場まで誘導して、その場の雰囲気を感じて
貰えるようにする事も大切にしています。

38

普段着や外出着などの洋服や、身だしなみに必要
な品々は家族の方に用意して頂いており、着替え
は毎日行って清潔保持に努め、身綺麗な格好で気
持ちよく過ごして頂けるようにしています。ご自身で
普段着を選んで着替えられる方は良いのですが、
ご自身では上手く選べない方については職員が選
んで準備をしておいた服に着替えている方も多くい
ます。出きるだけご自身で選んで着替えて貰ってい
ますが、季節的に合わない服装となる場合もあるの
で、見かけた時は声掛けを行い、季節に合った服
装になるよう支援しています。散髪については、併
設の特養に来る床屋さんを利用して頂くようにして
います。日常の中で身なりの乱れを整えたり、髪の
寝ぐせを直すなど、身だしなみがきちんとなるように
支援しています。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者
と職員が一緒に準備や食事、片付けをし
ている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの
状態や力、習慣に応じた支援をしている

39 （15）

食事は三食共にグループホームの台所で職員が
調理を行い提供しています。ご利用者のすぐ近くで
調理をしているので、調理している姿や食材を切る
音、香りが漂う事で、食事を感じたりする事ができて
います。ご利用者の方にも調理の過程で加わって
頂き、食材の下処理や味見、盛り付けを手伝って
貰ったりし、生活感を大切にした家庭的な食事にな
るよう努めています。献立を考える際、ご利用者か
ら食べたい物を聞いたり、一人ひとりの嗜好を把握
しながら季節感を大切にし、職員が献立を作成して
います。また、誕生会の特別メニューや行事食など
を織り交ぜながら、食事が楽しみになるように支援
しています。食事の時は職員も同じテーブルに着
いて同じ物を食べながら、ご利用者の方から味付
け具合や盛り付けの量を聞いたり、一人ひとりの摂
取状況も確認しています。食事後のテーブル拭き
や食器拭きなど、ご利用者の役割仕事として手
伝って貰っています。

三食事業所内で調理され、職員も一緒
に食卓を囲み、会話を楽しみながら家
庭的な食事を提供している。利用者に
も調理の過程に加わっていただき、音
やにおいなど五感を刺激し、食への意
識を大切にしている。季節の行事食や
ゼリーやホットケーキなどのおやつ作り
など食事にアクセントを加え、嗜好を把
握しながら食事が楽しみなものになるよ
う努力している。

40

食べる量については、一人ひとりの摂取意欲や健
康状態に合わせて盛り付け量を増減しながら提供
しています。栄養バランスについては、野菜を多め
に取り入れるようにした献立を作るように心がけてい
ます。１ヵ月の献立を併設の特養の管理栄養士に
見て貰い、内容についてアドバイスを受けたりする
事もあります。身体状況や健康状態に合わせて随
時食事形態の見直しや変更を行い、栄養の確保に
努めています。水分量については、便秘症の方も
いるので、少しでも多く飲用して貰えるように声掛け
を行いながら勧めたり、時には甘い飲み物を提供
するなどの工夫をしています。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を
活かして、トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

41

歯磨きやうがいは起床後の洗面時と毎食後に実施
しており、うがいは「ほうじ茶」を使用しています。入
れ歯を使用している方については、毎食後入れ歯
を外して食べかすを洗い流してからうがいをして貰
い、常に口腔内の清潔が保たれるように配慮してい
ます。歯磨きやうがいに必要な物品類は職員が準
備をしたり管理を行っていますが、入れ歯の取り外
しやブラッシングは、自分で出きる方については声
掛けしながら行って貰っています。歯磨きはご本人
自身で行って貰ってますが、磨き方が不十分な方
については職員が手伝うようにしています。

43

排泄チェック表を活用し、排便状況を把握しながら
水分を多く摂って貰う事や、野菜（食物繊維）の多
い食事の提供を心掛けています。また、適度に身
体を動かす運動、リハビリ体操や踏み台昇降運
動、「パタカラ」の発声で口を動かす運動等も取り
入れて実施しています。便秘がひどい方について
は、かかりつけ医の診察を受けて緩下剤などを処
方して貰い、排便コントロールをしています。

42 （16）

排泄チェック表を活用して排泄パターンを把握し、
トイレ誘導のタイミングを図って声掛けを行い、トイ
レでの排泄や自立に向けた支援を行っています。
日中のトイレは、食事前後や水分補給前後の排泄
が習慣となっており、定時での声掛けや誘導も行っ
ています。また、行動や仕草を見守る事で排泄の
サインを見逃さないようにし、失敗なくトイレでの排
泄が行えるように支援しています。

排泄チェック表を活用し適時の声掛け
誘導により、トイレでの排泄を支援して
いる。排便の状況を職員間で共有し、で
きるだけ気持ちよく過ごせるよう支援して
いる。なるべく排泄の自立につながるよ
う下肢筋力の維持にも取りくみ、自立に
向けた支援が行われている。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○入浴を楽しむことができる支援

 一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、事業所の都合
だけで曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ち
よく眠れるよう支援している

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

45

居室（自室）や食堂、随所に設置してあるソファー
や作り付けのベンチなどで自由に休息できる環境
とくつろげる場の提供に努めています。日中はでき
るだけ活動的に過ごして頂き、夜間は落ち着いた
気持ちで良眠できるように支援しています。また、
食事や水分補給後、余暇活動時に疲れた様子が
伺えた時は、無理せずに居室で休んで頂いたり、
和室やソファーで楽な姿勢で休息できるような雰囲
気作りや声掛けを行い、自分の好みの場所、安ら
げる場所で自由に休めるように支援しています。

44 （17）

ご利用者の体調や希望、翌日に通院の予定が
入っているなど、一人ひとりの都合に合わせて週２
回の入浴を支援しています。入浴の時間は、月曜
から土曜までの午後からになりますが、一人ひとり
がゆっくりとくつろぎながら入浴を楽しんで貰えるよ
うに、一人に掛ける時間は余裕を持たせて実施し
ています。重度化傾向で身体機能が低下してきて
いる方の入浴介助は、職員二人の介助で安全な入
浴が出きるように支援しています。入浴時は、ご利
用者との会話の中から本人の思いや希望をくみ取
るようにすると共に、身体に傷や腫れ、皮膚疾患な
どの異常がないか確認も行っています。

入浴を好まない方にも声掛けや誘導の
方法を工夫し清潔が保たれるよう支援し
ている。なるべく希望に添えるよう日時
は柔軟に対応している。心身の状況に
応じて2人介助など安全に入浴できるよ
う支援している。

46

ご利用者毎に現在服用中の「薬の明細一覧表」を
頂くようにしており、薬の働きと注意事項を確認して
把握するように努めています。薬の処方内容が変
更になった場合は、ご本人の状態に変化がないか
観察を行うと共に記録に取り、状態に変化があれ
ばご家族へ電話を入れて報告し、かかりつけ医へ
の報告や診察を受けて貰うようにしています。服薬
時はご本人の名前や日付、いつ服用する薬かを目
で見て声に出し、必ずご本人の薬であるか確認し
てから飲んで貰うようにしており、薬を準備する段階
でも二人で立ち合い確認を行う事で誤薬防止に努
めています。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし
た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換
等の支援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めてい
る。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように
支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力
に応じて、お金を所持したり使えるよう
に支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援
をしている

47

一人ひとりの得意な分野、好きな事や今現在行え
る事やできる事の把握に努め、ご利用者一人ひとり
の特性を活かした作業や余暇活動などが行えるよ
うに支援しています。また、楽しみ事や役割などが
うまく見つけられない時は、色んな余暇活動や作業
を模索しながら提案し、その人ができる事やできた
事を新たな楽しみ事や役割になるように支援してい
ます。

49

金銭トラブル予防の為、ご利用者の方は基本的に
お金を所持しないようにお願いしています。バスハ
イク等で外出した際、飲食したり買い物した代金の
支払いは施設立て替えで対応し、後日ご家族から
頂くようにしています。

48 （18）

コロナ禍ではありますが、冬季間を除き4月からバス
ハイクを再開しています。町内の桜の名所を周りな
がら、馴染みのある場所で花見をして頂いたり、ご
利用者一人ひとりの自宅前や直ぐ近くでバスを停
車しては、車窓から自宅の様子を見て頂きました。
また、近隣の白つつじ公園まで遠出し、車中では
皆で歌ったりしながら楽しんで頂きました。少しでも
戸外に出て外気浴を楽しんで頂こうと荘外散歩を
行ったり、天気の良い日は施設の回りに植えてある
桜の花見や、テラスの椅子に腰かけては花壇の花
を眺めて貰ったりしています。その他、コロナ過で
外出する機会がまだまだ少ないので、外気に触れ
ながら気分転換を図れるように施設のテラスを活用
してミニ縁日や秋祭りを開催し、ご利用者の方々に
楽しんで頂けるように支援しているところです。

春には感染対策を講じながら実際にバ
スでの花見等の支援が実施されてい
た。感染症の増加により現在は中止し
ている。広い敷地内での散歩や東屋、
花壇、プランターの世話など、外気に触
れる機会を大切にしている。定期的な
通院で家族とともに外出することも楽し
みなものとなっている。

50

ご本人の希望に応じて、いつでもご家族に電話を
掛ける事が出きるように支援しており、ご家族から掛
かってきた電話を取り次ぐようにしています。また、
ご自分で携帯電話を所持し、家族等に電話やメー
ルのやり取りを行っている方もいます。その他、家
族や身内の方から手紙やはがきが届きますが、返
事を書いて出す方はいない状況です。
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山形県　グループホームひめさゆり荘（ユニット名　----　）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）が、利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好
みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつ
できるだけ自立した生活が送れるように
工夫している

51 （19）

共用スペースには季節を感じられるような草花や装
飾品を飾ったり、ご利用者と共に制作活動で作った
作品等を廊下に掲示したりして楽しめるようにして
います。また、新型コロナ感染防止策の為、換気扇
を２４時間作動させている中で快適に過ごして頂け
るように、室内の温度調整を行っています。共用部
分については整理整頓を心掛け、居心地良く過ご
して頂けるように努めています。

和室も添えられた広々としたリビング
は、花や飾り付けに配慮されている。床
暖房もあり、温度や湿度、換気など管理
し快適な空間を作っている。清掃も行き
わたっており、清潔感がある居心地の良
い空間となっている。

53 （20）

居室内のレイアウトについては本人や家族と相談し
ながら、思い出の詰まった写真や大切な物、身の
回りの品で使い慣れたテレビや置き時計などを
持って来て頂き、自宅に居る時と同じ雰囲気で居
心地の良い居室となるように配慮しています。思い
出の詰まったアルバムや、いつも使っていた愛用
の品々が側にある事で、精神的安定にもつながっ
ているようです。

家族から詳しく訊きながら、できるだけ
利用前の環境を保てるように、写真、テ
レビ、置時計など使い慣れた物を持ち
込んでもらっている。清掃にも配慮して
いる。各居室には災害時の避難済みか
否かがわかるよう掲示が工夫されてい
る。

54

建物内部はバリアフリーになっており、廊下や食堂
は手押し車や車椅子使用の方でも安心して移動で
きる広さになっています。廊下には随所に作り付け
のベンチやソファーが配置してあり、休憩を入れな
がら移動ができるようになっています。また、廊下や
トイレ、浴室には手摺りが設置されており、手摺りに
掴まりながら立ち座りしたり、伝え歩きがしやすいよ
うになっています。

52

憩いの場として食堂や和室があり、気の合うご利用
者同士が談笑したりテレビを見たりして過ごしてお
り、余暇活動や制作活動なども一緒に行いながら
楽しく取り組んでいます。また、共用スペースの食
堂や廊下には作り付けのベンチやソファーが6ヵ所
に配置されているので、一人でゆっくり寛げるように
なっています。
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